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岩
代
地
域
で
二
十
五
年
前
か
ら
活

動
を
続
け
て
い
る
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
お
針
箱
」
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
や

活
動
内
容
、
今
後
の
抱
負
等
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
手
芸
好
き
が
集
ま
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
。

地
域
の
人
に
喜
ん
で
頂
け
る

こ
と
が
何
よ
り
喜
び
で
す
」

◆

立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
、
岩
代
町
時
代
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
、
手

芸
好
き
が
集
ま
り
、
色
々
な
作
品
を
作

り
始
め
た
の

が
き
っ
か
け

で
、
翌
年
の

四
月
に
「
お

針
箱
」
と
し

て
十
名
の
メ

ン
バ
ー
で
結

成
し
ま
し
た
。

四
十
代
か

ら
七
十
代
の
手
芸
好
き
な
女
性
た
ち
の

集
ま
り
で
、
「
大
好
き
な
針
仕
事
を
通

し
て
地
元
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
嬉
し

い
。
私
た
ち
の
作
品
が
た
く
さ
ん
の
人

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

い
う
思
い
で
活
動
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
一
年
に
地
元

で
活
発
な
福
祉
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
与
え
ら
れ
る
「
福
島
民
友

愛
の
事
業

団
奨
励
賞
」
を
受
賞
。
「
好
き
で
継
続

し
て
き
た
活
動
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
励
ま
さ
れ
ま

し
た
」
と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

※市WEBではカラー刷「かわら版」を掲載中。⋘二本松市岩代集落支援員だより⋙と検索又は上の題字下QRコードにアクセス下さい。

▲コロナ前は毎年、古布の創作展

「和のこころ」を開催し、作品を
展示していました。

お
針
箱

そ
の
昔

誰
が
考
え
た
か

針
と
糸

今
、
私
た
ち
も
同
じ
針
と
糸
で
布
を
縫
う

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
込
め
て

祖
母
の
縫
っ
て
く
れ
た
あ
か
い
晴
れ
着

母
の
縫
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
袋

わ
が
子
に
縫
っ
て
あ
げ
た
ぬ
い
ぐ
る
み

布
が
な
く
て
、
端
切
れ
を
つ
な
い
で
作
っ
た
あ
の
頃

寒
さ
を
防
ぎ
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
縫
っ
た

刺
し
子

み
ん
な
針
と
糸
で
縫
っ
た
の
だ
。

細
か
い
針
目
の
一
針
一
針

様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
る

愛
す
る
人
へ
の
優
し
い
思
い

時
に
は
耐
え
ら
れ
ぬ
悲
し
み
を
縫
い
込
め
て

立
ち
上
が
る
力
に
な
っ
た
一
針

針
と
糸
と
で
布
を
つ
な
ぐ

そ
の
針
と
糸
は
お
互
い
の
心
も
つ
な
ぐ

一
針
一
針

優
し
く
優
し
く

心
を
つ
な
ご
う

そ
ん
な
大
切
な

針
と
糸

「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
大
切
に
収
め
よ
う

お
針
箱

お
針
箱

▲メンバーの皆さんが一針
一針、心を込めて手作り。

▲手作りのチューリップを
お弁当に添えてプレゼント。

き
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
応
え
て
き
ま
し
た
」

今
年
度
は
、
岩
代
福
祉
会
か
ら
「
ふ

れ
あ
い
弁
当
」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一
緒

に
添
え
る
も
の
を
依
頼
さ
れ
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
制
作
中
で
す
。

「
メ
ン
バ
ー
の
高

齢
化
に
伴
い
、
以

前
の
よ
う
な
勢
い

は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
可

能
な
限
り
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
代
表

の
大
内
み
や
子
さ
ん
。
「
週
一
度
、
み

ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
る
の
が
楽
し
み
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
一
緒
！
」
と
笑
う
皆

さ
ん
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

～

～

～

～

～

～

最
後
に
お
針
箱
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち

を
代
弁
す
る
元
メ
ン
バ
ー
の
故
金
田
和

枝
さ
ん
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

「お針箱」が会を立ち上げてから現在までの主な活
動を紹介します。

「一人暮らしの高齢者の芋煮会」の参加者に「福ろう」のキー
ホルダー等を贈呈（コロナ前まで継続）

★岳温泉のパン屋、温泉宿から小物の販売注文が入り、売り上
げの一部を寄付

★産業祭等で小物販売＆一部売り上げを地区社協に寄付
★万人子守地蔵尊例大祭で手作りのお守りや着物を境内で販
売＆一部売上を地区社協に寄付

★古布創作展（小浜の古民家や安達ヶ原ふるさと村等にて）
★震災後、浪江町の仮設住宅を訪れ、手芸を教えるボランティア
活動（吊るし雛、その他）

★コロナ禍に小浜小学校からの依頼によるマスク制作（小浜の
保育所や幼稚園にも寄付）

★小浜小学校への家庭科授業のお手伝い（ミシンの使い方や
エプロン制作）

★デイサービス用にお手玉を制作＆地区社協にプレゼント
★岩代福祉センターに「吊るし雛」を展示
★岩代地域の公民館へ出前講座（手芸教室） etc．…

▲「お針箱」のメンバー。毎週火曜日の午前中に岩代福祉セン
ターで小物等を制作。「手芸に興味のある方は、ぜひ見学にい
らしてください」と代表の大内みや子さん＆メンバーの皆さん。

「お針箱」の活動の軌跡を紹介

◆

現
在
の
活
動
や
抱
負
に
つ
い
て

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
七
名
。
当
時
、

五
十
代
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
今
は
七
十

代
に
な
り
ま
し
た
が
、
週
に
一
度
、
集

ま
っ
て
地
元
の
た
め
に
縫
物
を
続
け
て

い
ま
す
。
「
東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ

禍
の
時
期
を
経
て
、
そ
の
と
き
そ
の
と

▲現在もお地蔵様の着物を

制作。特定非営利活動法
人和（なごみ）で販売。
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※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

▲短角牛と黒毛和牛を掛け合
わせた短黒牛は、「口の中で
とろけるよう！」「最高に美
味しい」と参加者に大好評！
皆さん、大満足の一日でした。

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

▲お友達を誘って日山登山に参加してください。

去
る
五
月
十
七
日
、
日
山
キ
ャ
ン
プ

場
で
「
肉
フ
ェ
ス

ｉ
ｎ

Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
岩

代
観
光
協
会
が
主
催
し
た
も
の
。
当
日

は
朝
か
ら
の
雨
降
り
に
も
関
わ
ら
ず
、

県
内
外
か
ら
五
十
人
近
く
の
参
加
者
た

ち
が
集
い
ま
し
た
。

二
本
松
駅
発
着
の
送
迎
バ
ス
も
運
行

さ
れ
、
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
ハ
ウ
ス

で
、
岩
代

特
産
の
短

黒
牛
の
ス

テ
ー
キ
や

カ
ル
ビ
、

野
菜
等
を

心
ゆ
く
ま

で
味
わ
い

ま
し
た
。

探
し
当
て
た
史
跡
を
地
元
で
は
台
松
塚

舘
（
杉
沢
舘
）
と
呼
ん
で
い
る
。

杉
沢
字
二
元
木
に
あ
り
、
「
杉
沢
の
大

杉
」
か
ら
北
西
に
約
八
〇
〇
ｍ
の
道
の
り
。

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
年
、

桶
狭
間
の
戦
い
や
川
中
島
の
戦
い
な
ど
戦

国
時
代
真
っ
た
だ
中
の
時
代
）
の
小
浜
城

主
大
内
備
前
守
（
義
綱
）
の
支
城
と
も
い

わ
れ
、
ま
た
、
大
内
備
前
守
が
田
村
地
方

へ
の
斥
候
舘
と
し
て
佐
藤
倉
人
に
守
ら
せ

た
城
と
も
い
う
。
（
新
殿
「
由
来
記
」
）

天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
六
月
、
大

内
備
前
（
定
綱
）
と
田
村
清
顕
が
東
安
達

の
覇
権
を
掛
け
、
十
石
畑
（
台
松
塚
舘
の

西
南
一
、
五
㎞
）
で
合
戦
。
田
村
友
顕

（
清
顕
の
弟
）
が
討
死
す
る
な
ど
、
田
村

勢
は
一
五
〇
の
首
を
大
内
勢
に
と
ら
れ
た
。

（
元
和
八
年
老
人
物
語
）
。
ま
た
、
田
村

氏
は
、
同
年
に
度
々
出
兵
を
し
て
大
内
勢

と
戦
い
、
そ
の
都
度
退
却
、
そ
の
年
の
八

月
に
五
度
目
の
合
戦
が
千
石
森
で
行
わ
れ
、

ま
た
も
田
村
勢
の
敗
北
と
な
っ
た
（
仙
道

表
鑑
）
と
も
い
う
。

大
内
方
の
勝
因
は
、
勝
ノ
木
舘
の
本
田

因
幡
守
、
菅
野
沢
舘
（
台
松
塚
舘
と
思
わ

れ
る
）
の
佐
藤
倉
人
の
大
内
方
へ
の
加
勢

か
ら
で
あ
っ
た
（
塩
松
郷
史
）
と
伝
え
る
。

お
そ
ら
く
、
本
田
氏
も
佐
藤
氏
も
、
田

村
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
が
、
大
内
方
へ
寝

返
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

天
正
十
年
の
こ
ろ
か
ら
、
百
目
木
か
ら
新

殿
辺
り
は
田
村
清
顕
の
勢
力
下
に
入
っ
て

い
た
と
み
ら
れ
、
田
村
氏
の
知
行
宛
行
状

な
ど
が
在
地
領
主
層
に
発
給
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

し
あ
わ
せ
の
風
ふ
く
し
ま
／
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
（デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

台
松
塚
舘

そ
の
②

台
松
塚
舘
保
存
会

副
会
長

赤
沼
英
一

阿武隈高原中部県立自然公園に位
置する「日山」の山開きが今年も６
月に開催されます。詳細は下記の通
りです。楽しいイベントも行われま
すので、お誘い合わせの上、ぜひ参
加してください。

◆日時：6月１日（日）
◆10時～日山やまびこコンテスト受付
11時～安全祈願祭

祈願祭終了後、日山やまびこ
コンテストを開催します。

※先着400名様まで記念品を差し上
げます（10時頃～）。

※問合せ：岩代支所地域振興課
☎0243-65-2803

標高１,０５７ｍ

日山（天王山）山開き
のお知らせ

～日山（天王山）山開きイベントのご案内～

♪海まで届け！日山やまびこコンテスト♫

今
年
も
山
開
き
で
は
『
海

ま
で
届
け
！
日
山
や
ま
び
こ

コ
ン
テ
ス
ト
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
受
付
は
午
前
十
時
～
、

安
全
祈
願
祭
終
了
後
に
実
施

し
ま
す
。
日
山
山
頂
展
望
台

か
ら
日
頃
の
思
い
や
叶
え
た

い
夢
、
伝
え
た
い
こ
と
を
熱

く
叫
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
審
査
基
準

①
声
の
大
き
さ

②
叫
ん
だ
内
容
の
創
意
工
夫

や
感
動
度

③
表
現
力
や
伝
わ
り
や
す
さ

◆
受
賞
者
の
発
表

一
等
～
三
等
、
審
査
員
特

別
賞
を
発
表
し
、
受
賞
者
に

は
関
係
市
町
村
の
豪
華
景
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

※

登
山
者
は
自
然
環
境
を
大
切

に
し
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
な
ど

マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
確
保
の

た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

～岩代の魅力シーン募集中！～

あなたのお気に入りの風景や
映えスポットを教えて下さい♡

岩代観光協会ではインスタグラム「いわ
しろP」を開設し、岩代の魅力を写真や
動画で発信しています。「この時期のこ
の場所を写真に撮ってほしい」「〇〇〇
の行事を紹介したい」等、おすすめの場
所やシーン、その他ご要望がありました
ら下記までご連絡ください。

「
肉
フ
ェ
ス

ｉ
ｎ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲岩代名物、短黒牛の美味しさを堪能。

＜連絡先＞岩代観光協会事務局
（岩代支所内）

☎0243-65-2803


